平成24年度　第１回大阪府社会教育委員会議　概要
○日　時：平成２４年10月16日（火）　９：30～11：30
○会　場：大阪府新別館南館７階　研修室６
○傍聴者：　一般：なし　　報道：３人
１　開　　会
２　挨　　拶
３　委員紹介
　　　出席委員（１０人）平沢議長、福嶋副議長、渥美委員、阪本委員、桜井委員、永井委員、蛇草委員、伴野委員、前田委員、松村委員
      欠席委員（２人） 井尻委員、大脇委員
４　議　　事
（1） 平成２４年度大阪府社会教育委員会議第１回推進部会について報告
　　　　　〇福嶋委員長より、主な意見について報告。
（2） 提言「学校・家庭・地域をつなぎ、教育コミュニティづくりをさらに進めるために」を具現化するための
大阪府の取組みについて
○新たな審議題の検討に向けた現状認識について
（資料２　参考資料１・２参照）
　⇒　意見聴取
○大阪府社会教育関係者実践交流会について
　　（資料３　参照）
　⇒　意見聴取
○実践事例集について（資料４　参照）
　⇒　意見聴取　
◆主な意見等
＜新たな審議題の検討に向けた現状認識について＞　
　　　・アドバイザリースタッフの集まりの中で、自分たちの活動がマンネリ化しているという意見もあるが、活動がマンネリ化しても参加者は毎年新しい人が加わるので、否定的に考えなくてもいいと思っている。その中で、自分たちができることをやっていくことが大事だと感じている。
・アドバイザリースタッフは、それぞれ地域性を活かして活動している。地域性を活かせば予算がなくても取り組んでいける。
・キーパーソンが育っていないという意見も聞こえてくるが、自分の周りでは先輩の活動する姿をみて、育っている後輩もいる。そんなに焦らなくても、地道に活動していれば成果につながると感じている。
・地元の中学校では、高齢者のために教室を貸しているが、来られている高齢者の人と交流がなかなかできない状況にある。学校支援地域本部についても、地域の人から熱心に関われることがないか声をかけてもらっている。保護者としては非常にありがたいと思うが、学校としては想定されるトラブル等の心配から活動が広げられない。
・実践事例のなかに運動場の芝生化から地域とのつながりができている取組みがある。地元の中学校でもイベントを地域と一緒にしているが、そのイベントの時だけ一緒に活動するだけで、その後の継続したつながりに至っていないことが問題だと思う。
　・学校としては教育コミュニティづくりについて、初任者研修や管理職研修などで一定周知されているが、忙
しさのあまり関わりきれないというのが学校の現状だと思う。
　・学校教育も社会教育も時が経つにつれて人が入れ替わることなどにより、情熱の持続が難しく継続して活動することが困難になっていると思う。
　・継続して活動するためには次を担う人材をどう育成するかがポイントになると考えている。当市では、人権
まちづくり協会が中心となって活動しており、単年度ではなく長いスパンでリーダーを育成してくれている。
・やりきった感（ヤッター感）があると継続だけでなく広がりも生まれるのではないかと思う。
　・新しい審議題でいうと防災やいじめという課題に社会教育として関わる取組みをしていくのもいいのでは
ないかと思う。防災を考えた時に学校では、地域の人が避難のために学校に来られた際の想定ができていな
いと思う。そのような際に迅速に行動ができるように地域の人と準備をしていくことが必要だと思う。
・教員は決して地域の活動に無関心なわけでなく、休日開催の地域活動に参加して、休みの日の子どもたちを
見ることが明日の教育活動につながることはわかっていると思うが忙しさのあまりきっかけがつかめないというのが現状だと思う。
・当校も芝生化に取り組んでいる。芝生の管理は健全育成会がおこなっていて、ＰＴＡ・青少年指導委員などの各団体に順番に芝刈りや肥料やりなどの管理を依頼している。当初は社会教育関係団体等の役割と別の業務を担ってもらい悪いと感じていたが、今は会議の開催をとおして各団体の横のつながりができ、相互理解が進み効率のいい役割分担を調整できるようになるなど、芝生化をきっかけに交流が深まった。
　　　・学校が大変な状況で、閉鎖的になっている時こそ地域から近づいていくことが大事だと思う。
　　　・審議題に関していうと、これからは声に出せない子どもの声を聴いていくことがこれからの社会教育の新局面であると思う。焦点化することが大事である。最近、学習支援が増えているが、安全安心な活動の一端として周りの子どもとの関係まで広げて具体的な関係支援が必要になってきていると思うので、この観点を意識して審議題を考えて欲しい。　　　
　・支援が届きにくい人への支援の工夫が大事である。現在の提言にあるネットワーク作りに向けていろいろ
な取組みがあるが、つながらないと解決できないことを明確にする必要がある。それに対してどう関わっていけるか、支援が届きにくい人や声を出しにくい人にきちんと関わっていく時、既存の組織だけで解決できないことがある。
・支援が届きにくい人への支援の工夫をどう考えるか、いじめのことや外国にルーツを持つ子どもの子育てのこともテーマの一つとして考えられると思う。
・つながらないと解決できないことで言えば、例えば、学校の中で完結する避難訓練だけでなく、地域と共にできる防災訓練など、防災の問題も一つである。地域に暮らす、ケアが必要な人たちを放っておかないというまなざしも必要である。いろいろなセクターがつながることが理想だが、なかなか進んでいない。企業、NPO、事業所などがつながれないかと思っている。
 ・防災について、災害時に学校に避難するといっても、地域の人は学校のことをよく知らない。すこやかネッ
トの教育コミュニティ作りについても知らない。防災の人は防災の人だけでやっているのが現状である。向こうも「こんな大事なことに何で地域の人が参加しないのか。」と言っている。双方から近づいていかないといけない。芝生の手入れに地域の人たちが学校へ行くのも一つのきっかけになる。
・価値観の国民意識調査を見ると、大きな事件や災害が起こっても価値観はそれほど変わらないという気がする。社会貢献をしたいと思いながらも、参加していない人が多い。それは、活動しても楽しくないと思っているからだ。ぜひ調査をしていただきたい。良い形で10年間の成果が出せればと思う。
・「ヤッター感」、「楽しんでやれているのか」ということが出されたが、何をするにしても、楽しさや達成感やそれ自体がエネルギーの源泉となるような活動があってこそ本物になっていくということが永遠の真理である。それを地域コミュニティを作るうえでどう生かしていくのかが大事である。
・防災などの局面で学校が持てていなかった視点が浮き彫りにされた。学校が学校としてやれることは何なのかということをより広い視野で考える教育コミュニティをこれから作っていかないと、今の時代にかなうような社会教育のあり方は出てこない。これまでの教育コミュニティの枠を超える形で、企業やNPOなど新たな主体を巻き込んで活性化する必要がある。企業に求められることも多々ある。
・学校、家庭、地域が、つながらないといけない。学校や地域があることをするとき、原動力となる人の主体性をどのように引き出すかということがキーワードだと言われている気がした。企業にとっては、一番のつながりは家庭だと思う。学校の先生が時間が取れないとか、コミュニティを作っても人が参加しないというのは、働いている人が忙しいからだと思う。企業の中で、子育てをしている方々の働く環境にもっと対応していかないといけないと思っている。実践の一つに、子育てをしている人だけの営業チームを作ったことがあげられる。「一番働きやすい働き方をしてください」と言って、その人たちにすべての権限を与え、意見を聞いてやってみた。ITの活用や新しい評価システムの構築などが出てきて、成績も上がり、時間も有効に使え、子育てに使う時間も増えたと思う。今後検証が必要だが、企業側の努力としては、働いている人たちが社会とつながっていけるようにすることが重要だと思う。その経験を教育に活かせるように、教育に対する時間を取れるよう工夫をしていくのが、社会教育の一つの効果的施策になるのではないか。
・データを見ていると、社会教育全体で予算も人も減っている。お金がかからない範囲で何ができるかを考えて地域での取組みとしてやっていく必要がある。地域をより良くし、学校を少しでもより良くしていく働きかけを誰がしていけるかがポイントになる。学校の先生にわかっていただくことも大事だが、地域で専門性を持って動いている人がいるならそれを生かしていくことが大事である。地域のほうから働きかけていける人をどのように見つけ、育てていくのかが必要で、幅広い視野で活動してもらうことも必要である。地域で働きかけていく人を育てていく必要がある。
＜大阪府社会教育関係者実践交流会について＞
・学校と社会教育との具体的な裾野の連携を、積み上げたものが後になって「これとつながっているのか」と感じてくれたらと思い、学校づくりの中でずっと取り組んできた。さまざまな家庭教育支援があるが、家庭学習を核に「家庭学習定着プログラム」を立ちあげ、さまざまな場所で啓発してきた。次のねらいは「マイ学」というプログラムである。子どもだけでなく、大人も一定時間学習に取り組むという具体的な取組みを、町全体に定着させていく。このような具体的なテーマが盛り上がるのではないか。
・グループワークの問題提起に対する解決方策を考えるというところでは、手法論を考えるだけではなく、その事例に対して社会教育関係者としての状況認識のしかたや、その課題への眼差し、取り組む姿勢や動き方などを浮かび上がらせることが大事である。くどくことや気持ちを動かす共感の部分などのプロセスこそが普遍化できると思う。どう自分の現場に持ち帰ったらいいのかということも共有されるようなグループワークになればいい
　   ・参加する人も何らかの問題意識とか課題を持って参加される。その解決策の普遍化が共有されることが大事である。NPOならではの観点から普遍化できるような切り込みがあれば、より活性化する。
　・たとえ一人でもいいので、この人となにかできそうだ、頼めそうだといった人を見つけて、次の連携につながるような会になればよい。
　　　
＜「実践事例集」について＞
　 ・今回はすっきりと見やすくなったという感じがした。
　 ・苦労や課題を打開していく際、お金の問題などでどの団体も苦労していると思う。そういうところが見えて
こない。ひがしまち街角広場では、お気持ち料が大きな資金の一つになっているが、それをすることで地域
の人が自分の貢献度を目の当たりにしてやりがいを高めているよい例もある。補助金がカットされたら立ち消えになってしまう活動もある。
・実践事例に限ったことではないが、全体を振り返って一言申し上げたい。支援の届きにくい人にどう働きか
けをしていくか、社会的に排除されている人たちとか「自立困難層」と呼ばれる人たちに届くような社会教
育のあり方というものを忘れてはならない。実践事例集は、アイディアやコツ・ヒントを知ることで「私た
ちにもこれならできる」というある程度条件があるところでは支援として使える側面もあるが、実際に取り組んでいる人たちが悩んでいるところとの間にギャップがあるかもしれないということを思った。
・学校を軸とした教育コミュニティづくりとともに、NPOや企業なども巻き込みながら、コミュニティ全体のエンパワーメントに社会教育がどう関与できるのかということを考えていく必要がある。さまざまな切り口で次のステージについてどう考えていくかということを議論していかなければならない。
５　閉　　会
資料　３








